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看護職員の確保定着に向けての一考察
－仮想市場法による分析と看護職員への
アンケート調査をもとに－
佐藤　智恵
A Proposal for Stabilisation of the Nursing Work Force:
Using CVM to Analyse a Survey Taken Among Nurses
SATO Chie
With the increase in regional hospitals, the growing complexity of nursing duties according to the
development in medical technology, the aging of society, and the diversity in areas where nurses work,
the demand for nursing workers has increased. According to the Ministry of Health, Labour and Wel-
fare’s report on the annual transaction of the number of employed nurses entitled “Report on Public
Health Administration and Services 2006,” there were 811,952 nursing workers in December 2006. This
represented an increase of 6.8% (51,751 nurses) since the last survey taken in 2004. It is evident that
there has been an increase in the number of nursing personnel but Japan still faces the crisis in the
shortage nurses. One problem causing the shortage of nurses is said to be that, although many nurses
are educated, a significant number do not settle, but leave their jobs.
Although there are many reasons why nurses leave their jobs, from the survey of potential workers, a
majority answered that the cause for their leaving was concern about maternity leave and bringing up their
children. But a similar situation was seen among unmarried single people as well. From this result, I paid
attention to working environments and situations so that I could make clear what the factors made it diffi-
cult for nurses to continue their work and on that basis think of concrete measures to solve the problems.
For this article, I conducted a survey among nursing students to learn what they expect their terms
of employment and pay to be. The object was to make clear what kind of images nursing students culti-
vated during their schooling years, making it difficult to continue their jobs. I also carried out surveys
among currently employed nurses to examine the relationship between the terms of employment and
the length of service. 
From these two surveys, I concluded that for nursing students “times of night-shifts” and for nurses
in active service “overtime work” were the main factors causing nurses to leave the profession. Improving
labour conditions, especially night shifts and overtime work, could act as a countermeasure to stabilize
the nursing work force. I hope that this result may have practical use in clinical and educational situations.
キーワード：看護学生、看護師、離職、労働条件、労働環境、調査、仮想市場法
Keywords：nursing students, nurses, leaving work, terms of employment, working conditions, sur-
veys, CVM（Contingent Valuation Method）
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第1章はじめに
1.1問題の所在
地域や医療現場において、病院数の増加、医
療技術の高度化に伴う看護業務の複雑化、人口
の高齢化、看護職の就業場所の多様化等、看護
職員の需要は増え続けている。これに対して、
看護師就業者数は、厚生労働省の「平成18年保
健・衛生行政業務報告書」 の看護職員就業者数
の年次推移によると、2006年（平成18年）12月
末で、81万1,972人と前回（2004年）より51,751
人（6.8％）の増加がみられている。しかし、現
場では常に看護職員不足という課題に直面して
いる。その原因の一つとして、多くの看護職を
育成しても、職場に定着せず、離職していく者
が後を絶たないという状況があげられる。
離職理由には様々なことが考えられるが、潜在
看護職員の就業に関する報告書 によると、退
職理由の1位は「出産・育児・子どものため」
である。年々男性看護師数は増えてはいるもの
の、まだ、女性が大多数を占めている看護職に
とって、出産・育児は大きなライフイベントの
一つであり、社会生活に大きく影響する。その
ために、多くの看護職員が家庭と仕事の両立が
難しく、離職をしていく。しかし、離職は、未
婚看護職員にもみられていることから、出産・
育児などのライフイベント以外に要因が考えら
れるため、看護職員の就業環境や条件に着眼し、
看護職員が、就業継続が困難と考える要因を明
らかにすることにより、今後の看護職員の定着
に向けての具体的な対策を考えるための手がか
りとしたい。
1.2アンケート調査の経緯
本稿では、看護学生が予測する看護師給与と
勤務条件について、看護学生にアンケート調査
を実施した。学生時代に培われた看護師の就業
イメージから、自分が看護職員として就業した
場合に、就業継続を困難とする要因となるであ
ろうものを明らかにする。アンケートに用いた
就業環境や条件は、日本看護協会が実施した
「2004年新卒看護職員の早期離職等実態調査報
告書」で使われた項目を参考にアンケート調査
を実施した。
次に実際に臨床で働いている看護職員の就業状
況等、就業年数と離職との関連についての調査
を行った。追跡調査を行いたかったが、様々な
制約上難しいため、なるべく時間差が出ないよ
うに、2006年度～2008年度卒業予定の学生と、
2000年度～2005年度卒業生を対象に、横断研
究で調査を実施した。2つの調査結果より、学
生の就業に対するイメージから考える就業継続
を困難とする要因と、実際に臨床で働く看護職
員が感じる就業継続を困難とする要因を明確に
し、今後の看護職離職対策の参考として、教育
現場・臨床において有効に活用されることが期
待される。
第2章看護学生が考える看護師の就業につ
いて
2.1 看護学生が考えるライフワーク
筆者が看護基礎教育に携わっていたとき、2
学年の在宅看護論の授業で、卒業後から自分が
平均余命まで生きているものと仮定し、学生に
自分の人生プランを作成してもらった。学生の
卒業後の進路は、ほとんどが就職を希望し、数
人の学生が進学を選ぶ。2008年の2学年の学生
の人生プランでは、卒業後仕事をしないという
学生は一人もいなかった。結婚や出産を機に退
職し専業主婦になる。または、結婚後も数年仕
事を継続するが、その後退職し、専業主婦にな
ることを希望した学生は1割もいなかった。理
由は「こんなに大変な思いをして取る資格なの
に、すぐに仕事を辞めるなんてもったいない。」
が多く聞かれた。結婚や出産をしても家族や社
会資源を利用し、日勤専門やパートタイム等、
働き続けられるような勤務形態や職場に変更
し、家庭と仕事を両立したいと考えている学生
が多くみられた。4割くらいの学生が育児休暇
等を利用しながら、同じ職場で、または職場や
勤務形態を変えたとしても、継続して就業を希
望した。また半分くらいの学生が、出産後一時
退職をし、子どもが保育園や小学校等、一定の
年齢までは子育てに専念し、その後職場復帰を
したいと希望している。他に、海外協力隊への
参加や、大学・大学院への進学、認定・専門看
護師の資格取得のために、一時退職を希望する
学生も1割弱はいた。親の介護に関してはあま
り考えていない学生が多かったが、同居・別居
に関係なく、介護保険等の社会資源を利用しな
がら、親の介護に関りながら仕事を継続してい
きたい。と考える学生は約2/3おり、中には介
護が必要となったら親との同居や介護休暇を利
用することも考えている者もいた。その中の1
割強が親の介護に専念するために仕事を一時退
職やパート勤務に変更を考えていた。
人生プランは、そのときの社会情勢や学生の
いままでの生活背景によって違いが生じる。こ
の学年は、3世代家族が3割弱おり、兄弟姉妹
数も一人子は約1割で、兄弟姉妹がいる学生が
多かった。兄弟姉妹数が2人が約半分、3人が
約4割、5人、6人の兄弟姉妹がいる学生もみら
れた。4人以上の家族の中で育った学生が多く、
3世代家族では、家族が協力し合うことや社会
資源を利用しながら生活をしてきていること
を、自分の生活過程から学んでいる学生が多か
った。介護と育児では、親の介護よりも結婚・
出産の方が仕事への影響が出た。これは、年齢
的に介護よりは結婚・出産の方が関心が高くイ
メージがつきやすいことが考えられる。結婚・
育児は自己の配偶者・子供であるため、責任の
全ては自分と配偶者にある。しかし、介護は
親・兄弟・姉妹の協力を得ることが可能であ
り、介護保険をはじめ経済的に可能であれば自
費においても多種多様なサービスを利用するこ
とができ、役割分担も可能である。
この結果から、出産や介護などライフイベン
トに関らず、自分のライフワークに合わせなが
ら就業を継続したいと考えている学生が9割く
らいいるということが分かった。この数字が看
護学生全体を現しているわけではないが、看護
科に在籍する学生は、多くは看護師を志望して
きていることから、仕事を継続したいと考えて
いる学生が多くいることは当然なことかもしれ
ない。ライフイベントは人としての成長を育み、
進学や専門資格はより高度な知識や技術を習得
し、看護の質の向上につながる。様々な理由に
よる一時的な離職があっても、約9割の学生に
就業継続の意向が見られている。看護職として
就業復帰したいという思いを実現できるような
労働環境作りが必要である。しかし、実際は労
働環境が整備されている就業場所はまだ少な
く、職業復帰が難しいため、看護職の確保が困
難な状況である。
2.2 看護学生への調査の実施
2.2.1 調査目的
学生は臨地実習を通して、看護師の就業状況
を部分的ではあるが見てきている。この調査は、
学生が今まで考えていた看護師の就業イメージ
だけではなく、実際に臨地実習を通して、自分
が看護師として働くならば、どのような条件の
もとで就業をしたいと考えるのか、看護師給与
との関係を探ることにより、看護職の労働供給
に必要な条件を見出すことにある。
2.2.2 調査概要
調査は仮想市場法を用い、看護学生に、月額
給与と勤務条件を提示し、どのような条件であ
れば就業継続を考えるかを質問する形式をと
る。
また、質問に対する回答は多段階二肢選択式9
を用いた。アンケートの対象者は、3年課程の
A看護専門学校の1学年～3学年の210名で、全
学年の学生が臨地実習を経験した2007年2月末
の研修時間に実施した。アンケートは、無記名
自記式による調査方法で行い、調査実施当日回
収した。アンケート回収状況は、用紙配布数
210、回収数169で回収率80.5％であった。
2.2.3 仮想市場法とは
仮想市場法（CVM：Contingent Valuation
Method）とは、新規市場における需要動向を
把握する手段である。需要者の意向を直接把握
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するために、需要者に対していくつかのシナリ
オを示し、その結果をもとに価格・賃金弾力性
を推定する方法である。本稿では就業を継続す
るための4つの月額給与と6つの勤務条件を設
定した。
まず月額給料の基本と考えた「275,000円」
は、国家公務員看護師等俸給表10の医療職俸給
表（三）の高+3年課程養成所（2－5）の基本
給が188,900円を使用した。それに、今回の6つ
の勤務条件にある夜勤回数8回/月と時間外勤務
1時間/回を算出し基本給の189,900円に加算し
た。
「看護師確保に関する考え方」11によると、
三交代制で各準夜勤・深夜勤を4回ずつ行った
場合、平均夜勤手当は32,808円となる。この平
均夜勤手当は、全看護職員の平均であるため、
実際に新卒看護職員がもらう夜勤手当はこの金
額より低いと考えられる。また、8時間/日、5
日/週、4.3週/月労働とした場合、時間外手当は、
基本給より1,124円/時間となり、の時間外勤務
手当は23,766円となる。それらを小計すると
245,474円となり、臨床で働いている場合、業
務上の危険手当等がつく場合もある。その平均
金額はわからないので10,000円と考え、合計す
ると255,474円となる。夜勤手当の誤差が生じ
実際より少し多めであると思うが、それに諸手
当がつくので275,000円とした。
月額給与は275,000円を基本として、250,000
円、300,000円、325,000円の4つの金額を提示
した。250,000円は基本の金額に諸手当を加算
せず、夜勤手当を少し少なめに考えた場合の設
定金額である。300,000円、325,000円は、業務
上の危険手当等や福利厚生等の諸手当は施設に
よって差はあるが、上限はわからないため区切
りやすい300,000円、325,000円を設定金額とし
た。
次に、勤務条件に付いては1）の「卒後プロ
グラムが充実している」は、日本看護協会の
「2007年度当初の看護職員確保に関する緊急ア
ンケート』結果概要」12によると、看護職員の
人数を確保できた理由で一番多い回答が「教育
研修体制」で38.4％であった。必要な知識や技
術を確実に身につけるための研修参加や、新し
い知識や技術の取得のためにも研修は必要であ
る。特に、新卒看護職員は看護知識や技術力に
乏しいため、安全な医療、看護の提供のために
も、新卒看護職員への卒後教育体制の確立は必
須であると考えるため、条件の一つとした。
2）の「プリセプターシップ制度13を取り入
れている」は、日本看護協会の「『2006年病院
における看護職員需給状況調査』結果概要」14
によると、看護職員の定着対策の新人看護職員
の定着対策として「プリセプターシップの強化」
の回答は、「技術取得段階に応じた決め細やか
な教育研修」49.8％に続く48.8％と高く見られ
るために条件とした。
3）の「三交代性勤務で、夜勤回数が平均8
回/月」、4）の「年次有給休暇は初年度7日分の
うち5日取得できた」、5）の「時間外勤務は、
最初多かったが今は1時間/回くらいである」、
日本看護協会の「2005年看護職員実態調査」
による月平均の準夜勤・新夜勤計は、三交代
制・変則三交代制勤務で平均8.4回/月であった
ため、今回の調査では、三交代制勤務としたた
め夜勤回数を8回/月とする。4）の年次有給休
暇は、正社員・現職勤続3年以上で取得日数平
均7.8日であったが、新卒看護職員の平均はわ
からなかったため、筆者の職場では初年度の年
次有給休暇の付与日数は7日であるため、7日
と考え5日とした。5）の時間外勤務は、平均
超過勤務時間は14時間44分であり、41分/回15と
なる。この値は新卒看護職員を含むデータであ
るため、新卒看護職員は全体平均より超過勤務
時間は多いと推測されるがデータがないため、
看護職員全体平均より多い1時間/回と考えた。
6）の「希望する配置場所である」は、就職面
接の際に必ず尋ねられることであり、配置場所
によっては、仕事に対する意欲に繋がることも
考えられるため条件に入れた。
2.2.4 アンケート項目
調査項目は、4つの月額給与と6つの勤務条
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件に関する項目に「2004年新卒看護職員の早
期離職等実態調査」のアンケート項目の一部と、
就職を考える際の5つの条件で構成されている。
質問項目の主な内容は以下の通りである。
学生の属性・生活状況
（1）在籍学年（2）性別（3）年齢（4）入学以
前の学歴（5）結婚の有無（6）子供の数（7）
家族の人数
（8）先月1ヶ月の収入、（9）先月1ヶ月に自由
に使えた金額（10）先月1ヶ月の配偶者の収入
6つの条件のもと仕事を継続するか
【6つの勤務条件】
（1）卒後プログラムが充実している
（2）プリセプターシップ制度を取り入れている
（3）三交代性勤務で、夜勤回数が平均8回/月
（4）年次有給休暇は初年度7日分のうち5日取
得できた
（5）時間外勤務は、最初多かったが今は1時間/
回くらいである
（6）希望する勤務場所である
（問1）月額給料275,000円の場合
（問2）月額給料250,000円の場合　
（問3）月額給料300,000円の場合
（問4）月額給料325,000円の場合
続けない場合の（問①）最低月額給与額、（問
②）6つの内の必要条件、（問③）他の条件
上記条件を下記【ケース1】から【ケース7】
の設定条件を変えて、（問1）から（問4）まで
の提示された月額給与で就業の継続の意思があ
るか、同じ質問を繰り返していく
【ケース1】
1）卒後プログラムが充実している。
2）プリセプターシップ制度を取り入れている。
3）三交代性勤務で、夜勤回数が平均8回/月。
4）年次有給休暇は初年度7日分のうち5日取得
できた。
5）時間外勤務は、最初多かったが今は1時間/
回くらいである。
6）希望する勤務場所である。
の6つの条件を全て揃っている場合。
【ケース2】
ケース1の条件で希望する配置場所でない場
合。
【ケース3】
ケース1の条件で時間外勤務は2～3時間/回の
場合。
【ケース4】
ケース1の条件で年次有給休暇は初年度7日
分のうち3日取得の場合。
【ケース5】
ケース1の条件で三交代性勤務で夜勤回数が
平均10回/月の場合。
【ケース6】
ケース1の条件でプリセプターシップ制度は
ない場合。
【ケース7】
ケース1の条件で院内研修はあるが内容は充
実しておらず、時間的に院外研修は難しい場合。
仕事の面白さ、仕事を続けていく
上での支え、悩み、仕事を辞めたいと思う理由16
（問1）仕事が面白いと思うだろう
（問2）仕事を続けていく上での支えとなるであ
ろう
（問3）仕事を続ける上での悩みとなるであろう
（問4）仕事を辞めたいと思う理由となるであろ
う
問2：回答選択肢は16項目で多重選択をでき
る。
問3・4：回答選択肢は25項目で多重選択をで
きる。
就職先を選ぶ条件　
（問1）就職を考える際の条件
（問2）同一施設で継続して働く意志
（問3）一箇所で働く年数
2.3結果概要
一次集計結果の全容は「看護職員の確保定着
に向けての一考察　－仮想市場法による分析と
看護職員へのアンケート調査をもとに－」東洋
英和女学院大学大学院所蔵を参照して欲しい。
シート4
シート3
シート2
シート1
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ここでは、これから分析を行うにあたって留保
すべき点について述べていきたい。
属性の質問で、年齢区分に未満・以上の表記
を忘れてしまったが、年齢分布が妥当な割合と
なったため、影響は少なかったようである。
35歳以上40歳未満区分の表示がなかったため、
学生には40歳以上の区分5にするよう口頭で伝
えた。
アンケートの集計を行うにあたり、質問数が
多いため、最初は丁寧に質問に答えているが途
中から雑になるというものもあったが、サンプ
ル数が少ないため以下のように集計を行った。
①年齢は区分別年齢の中央値とし、区分5の35
歳以上に関しては40歳とした。②月額給与は
最高金額・最低金額の記載のないものは、それ
ぞれ400,000円・250,000円と統一をした。③記
載がほとんどない、または途中から記載がない
ものは削除し、部分的な記載忘れは欠損値扱い
とした。また、275,000円で働くとしながら
350,000円必要と矛盾した回答もみられ、その
場合も削除とした。
2.4 就業に関する基礎分析
2.4.1. 年齢（2.2.4アンケート項目シート1
参照）
A看護専門学校は、2002年度から社会人入学
生の募集を開始した。入学の条件は、大学卒業
者で就業経験のある者であるが、年度によって
就業経験の年数条件が異なる。社会人入学者は
1割以内と定められているが、年齢区分で2割
以上の学生がいるのは、セカンドキャリアとし
て看護師を志す者もいるためである。
2.4.2 条件の違いによる仕事の継続意思
（2.2.4アンケート項目シート2参照）
全7ケースを通して月額給与250,000円は全体
的に仕事の継続意思が低かったため、275,000
円と325,000円の場合、仕事を「続ける」と
「続けない」の人の割合を集計する。
表2－1より7ケースの条件で6つの条件が全
部揃っている【ケース1】が、月額給与が275,000
円、325,000円の場合「続ける」が一番高値を示し
ていることより、【ケース1】の条件が仕事を続
けようと思う条件に近いことがわかる。
275,000円の条件で低値を示すのは、【ケース
5】の「夜勤回数が平均10回/月」と増えた場合
は、275,000円では少ないと考える学生が多い。
しかし、金額の増加に伴い就業の継続意思割合
が高くなっている。また、学生は夜勤に関して
は、妥当な報酬が支払われるならば、夜勤回数
が増えても就業は継続すると考えていることが
わかる。
【ケース7】の「卒後教育プログラムが充実して
図2－1 年齢区分分布
表 2－1【ケース1】から【ケース7】の
条件による就業の継続意志割合
いない」は、275,000円の場合も325,000円と金
額が高くても割合が低いことから、学生は卒後
教育プログラムの充実した場所で働きたいと思
う者が多いことがわかる。
2.5 仮想市場法による分析
2.5.1 仮想市場法による分析の方法
ここでは、「看護学生が考える看護師給与と
勤務条件」に関するアンケートの基礎分析の結
果、就業継続の意思決定に、給与体系に対する
関心が高いことが確認できたため、経済的要因
が就業継続意志にどのように影響をもたらして
いるのか、プロビット分析を用いて推定を行う。
月額給与（価格）が増えると、就業継続の予測
確率はどの程度増加、または、減少するのか。
看護師給与による価格・賃金弾力性の推計を行
うことにより分析を進めたい。
なお、アンケートに使用した6つの勤務条件
のうち、（1）卒後プログラムと（2）希望する
配置場所は、設問の意図がやや不明のため検討
からはずした。
仮想質問を踏まえ、価格・賃金弾力性を求め
るためには、被説明変数を答えた選択肢とし、
説明変数として指示された金額があり、以下の
推定式となる。
Zi=WTWiα＋u
Z：継続意思　Z=1：就業　Z＝0：非就業　
WTW：希望賃金額は仮想市場法の質問で尋ね
た価格の対数
「学年ダミー」という説明変数を追加して、
被説明変数を答えた選択肢とし、説明変数とし
て指示された金額があり、以下のような推定式
となる。
Zi=WTWiα+ Yiδ+u
Z：継続意思　Z=1：就業　Z＝0：非就業
WTW：希望賃金額は仮想市場法の質問で尋ね
た価格の対数　
Yi：学年ダミー　Y1＝1：2年生　Y2=1：3年生　
被説明変数を答えた選択肢とし、説明変数と
して指示された金額があり、以下の推定式とな
る。
Zi=WTWiα+Xiβ＋u
Z：継続意思　Z=1：就業　Z＝0：非就業
WTW：希望賃金額は仮想市場法の質問で尋ね
た価格の対数　
Xi：勤務条件
1．プリセプターシップ制度「あり」は1、「な
し」は0
2．三交代制勤務の夜勤回数「8回/月以下」は1、
「9回以上」は0
3．年次有給休暇の初年度「5回/年以上」は1、
「5回未満」は0
4．時間外勤務「1時間以下/回」は1、「1時間を
越える」は0
「学年ダミー」という説明変数を追加して被
説明変数を答えた選択肢とし、説明変数として
指示された金額があり、以下の推定式となる。
Zi=WTWiα+Xiβ+ Yiδ＋u
Z：継続意思　Z=1：就業　Z＝0：非就業
WTW：希望賃金額は仮想市場法の質問で尋ね
た価格の対数　
Yi：学年ダミー　Y1＝1：2年生　Y2=1：3年生
Xi：勤務条件
被説明変数を答えた選択肢とし、説明変数と
して指示された金額があり、以下の推定式とな
る。
Zi=WTWiα+Viβ＋u
Z：継続意思　Z=1：就業　Z＝0：非就業
WTW：希望賃金額は仮想市場法の質問で尋ね
た価格の対数　
Vi：勤務条件
1．性別「女性」は1、「男性」は0
2．年齢中央値
3．学歴「専門学校以上」は1、「その他」は0
4．既婚で子供なし「既婚で子供なし」は1、
「その他」は0
ケース1－5
ケース1－4
ケース1－3
ケース1－2
ケース1－1
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5．既婚で子供あり「既婚で子供あり」は1、
「その他」は0
6．同居　「あり」は1、「なし」は0
「学年ダミー」という説明変数を追加して被
説明変数を答えた選択肢とし、説明変数として
指示された金額があり、以下の推定式となる。
Zi=WTWiα+Viβ+ Yiδ＋u
Z：継続意思　　Z=1：就業　Z＝0：非就業
WTW：希望賃金額は仮想市場法の質問で尋ね
た価格の対数　
Vi：勤務条件
「希望する配置場所ではない」という条件で、
「学年ダミー」という説明変数を追加して、被
説明変数を答えた選択肢とし、説明変数として
指示された金額があり、以下の推定式となる。
Zi=WTWiα+Viβ+ Yiδ＋u
Z：継続意思　Z=1：就業　Z＝0：非就業
WTW：ケース1－1に同様
Yi：学年ダミー　Y1＝1：2年生　Y2=1：3年生
「時間外勤務は、常に多く2～3時間/回くら
いである」という条件で、「学年ダミー」とい
う説明変数を追加して、被説明変数を答えた選
択肢とし、説明変数として指示された金額があ
り、以下の推定式となる。
Zi=WTWiα+ Yiδ+ u
Z：継続意思　Z=1：就業　Z＝0：非就業
WTW：望賃金額は仮想市場法の質問で尋ねた
価格の対数　
Yi：学年ダミー　Y1＝1：2年生　Y2=1：3年生
「年次有給休暇は初年度3日取得できた」と
いう条件で、「学年ダミー」という説明変数を
追加してった場合、価格・賃金弾力性を求める
ためには、被説明変数を答えた選択肢とし、説
明変数として指示された金額があり、以下の推
定式となる。
Zi=WTWiα+ Yiδ+ u
Z：継続意思　Z=1：就業　Z＝0：非就業
WTW：ケース1－1に同様
Yi：学年ダミー　Y1＝1：2年生　Y2=1：3年生
「三交代制勤務で夜勤回数が平均10回/月」
という条件で、「学年ダミー」という説明変数
を追加して、被説明変数を答えた選択肢とし、
説明変数として指示された金額があり、以下の
推定式となる。
Zi=WTWiα+ Yiδ+
Z：継続意思　Z=1：就業　Z＝0：非就業
WTW：ケース1－1に同様
Yi：学年ダミー　Y1＝1：2年生　Y2=1：3年生
「プリセプターシップ制度はない」という条
件で、「学年ダミー」という説明変数を追加し
て、被説明変数を答えた選択肢とし、説明変数
として指示された金額があり、以下の推定式と
なる。
Zi=WTWiα+ Yiδ+ u
Z：継続意思　Z=1：就業　Z＝0：非就業
WTW：ケース1－1に同様
Yi：学年ダミー　Y1＝1：2年生　Y2=1：3年生
「院内研修はあるが内容は充実しておらず、
時間的に院外研修は難しい」という条件で、
「学年ダミー」という説明変数を追加して、被
説明変数を答えた選択肢とし、説明変数として
指示された金額があり、以下の推定式となる。
Zi=WTWiα+ Yiδ+ u
Z：継続意思　Z=1：就業　Z＝0：非就業
WTW：ケース1－1に同様
Yi：学年ダミー　Y1＝1：2年生　Y2=1：3年生
Ziは各ケースの場合の就業継続の意向の有無
を示すため、これは提示された月額給与につい
てのみ観察可能である。実際にデータとして利
用できるのは、就業継続の意思のある場合は
「1」、そうでない場合を「0」とするダミー変
数Ziである。WTWは希望月額給与額であり、
その係数は求めようとする賃金弾力性を示す
（推計では対数をとっている）。Yiは説明変数と
ケース7
ケース6
ケース5
ケース4
ケース3
ケース2
ケース1－6
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してY1は2年生であれば「1」その他の学年は
「0」とする。Y2は3年生であれば「1」をその他
の学年は「0」とする学年ダミー変数Yiである。
2.5.2 就業継続に関する分析結果
表2－2、2－3は推計結果を示している。ま
ず、表2－2をみると、【ケース1－1】において
は、希望賃金価格においてのみ就業継続の意向
の有無を決定するモデルである。価格に対する
WTWの推定値は5.652で、賃金価格が1％上昇
すると、就業継続を希望する者が5.652％増加
することを示す。言い換えると、基本となって
いる賃金価格の275,000円が1％の2,750円増加
して277,750円になると、就業継続希望者が100
人いたとするならば、5.652％つまり5.652人増
加し105.652人となることを意味する。
【ケース1－2】においては、学年ダミーを追加
し、希望賃金価格のほかに学年が就業継続の意
向の有無を決定するモデルである。価格に対す
るWTWの係数は5.760で、学年による影響はあ
まりみられてはいない。2学年、3学年とも係
数は1より低い値であるが、3学年の方が2学年
より就業継続希望が高く、統計学的にも有意な
結果が得られた。学年があがるにつれ就職につ
いて現実的になり、3学年の方が2学年よりも
賃金に対して関心が高くなるため、このような
結果がでたと考えられる。
【ケース1－3】においては、条件を追加し、希
望賃金価格のほかにプリセプターシップ制度の
導入が就業継続の意向の有無を決定するモデル
である。プリセプターシップ制度とは、新人看
護師がリアリティショックを和らげながら職場
に適応し、看護師として自信を持てるように支
援していく制度である。プリセプターと呼ばれ
る卒業後3～4年目の看護師が、担当新人看護師
に対して、計画的・段階的な指導、相談、励ま
し、役割モデルとなり、マンツーマンでの指導
体制を行う制度である。ここでは価格に対する
WTWの係数は5.656で、プリセプターシップ制
度導入による影響はあまりみられていない。プ
リセプターシップ制度導入の係数は0.232と係数
は1より低い値であり、統計学的にも有意性は
見られなかった。係数が正の値ということは、
制度導入がない方が就業継続の希望が高くなる
ということを意味する。しかし、このケースは
有意ではないため、ここでは結果を留保とした
い。
【ケース1－4】においても、条件を追加し、希
望賃金価格のほかに、三交代性勤務・夜勤回数
が就業継続の意向の有無を決定するモデルであ
る。価格に対するWTWの係数は5.658で、夜勤
回数による影響はあまりみられていない。夜勤
回数の係数は－0.242と1より低い値であるが、
統計学的に有意な結果がみられた。これは、夜
勤の条件を変えても、就業の意思にあまり変化
はみられない。ただし、低値であるが係数が負
の値ということは、夜勤回数が増えると、就業
継続の意思が低くなるということを意味する。
看護は24時間体制で行われるため、学生は夜
勤勤務については了承していると考えられる。
問題は、身体への配慮を考えた夜勤回数や十分
な休息がとれる環境下であるかということであ
る。また、夜勤勤務に対して妥当な夜勤手当で
あるかについても考えていく必要がある。
【ケース1－5】においても、条件を追加し、希
望賃金価格のほかに初年度の年次有給休暇取得
の日数が就業継続の意向の有無を決定するモデ
ルである。価格に対するWTWの係数は5.652で、
年次有給休暇取得の日数による影響はあまりみ
られていない。年次有給休暇取得の日数の係数
は－0.092と1よりかなり低い値であり、統計学
的にも有意性はみられなかった。ケース1－4
同様に年次有休休暇取得の日数の条件を変えて
も、あまり就業継続の意思に変化はみられない。
低値であるが係数が負の値であることから、年
次有休休暇取得の日数が少ないと、就業継続の
意思が低くなることを意味する。しかし、この
ケースは有意ではないためここでは結果を留保
としたい。
【ケース1－6】においても、条件を追加し、希
望賃金価格のほかに時間外勤務が就業継続の意
向の有無を決定するモデルである。価格に対す
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るWTWの係数は5.651と時間外勤務による影響
はあまりみられていない。時間外勤務の係数
は－0.074と1よりかなり低い値であり、統計学
的にも有意性はみられなかった。このケースも、
ケース1－4同様に時間外勤務の条件を変えて
も、就業の意思にあまり就業の意思に変化はみ
られない。係数が負の値ということは、時間外
勤務が長くなると、就業継続の意思が低くなる
ことを意味する。時間外勤務は、心身への負担
が大きく、疲労が蓄積し、医療事故を引き起こ
す要因にもなりうる。第3章で実施した「卒業
生就業状況実態調査」や日本看護協会の調査で
も、時間外勤務は就業継続に影響を与える要因
の一つとなっている。今回のこのケースは有意
ではないためここでは結果を留保としたい。
【ケース1－7】においては、基本属性である条
件を追加し、希望賃金価格のほかに基本属性が
就業継続の意向の有無を決定するモデルであ
る。基本属性による影響はあまり見られていな
い。基本属性の中では年齢中央値の係数が一番
高いが0.176と低い値を示し、他の基本属性の
係数は1より低くなっており、統計学的にも有
意性はみられなかった。低値であるが、「既婚
子供なし」と「同居家族あり」は係数が負の値
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ケース　1－1
「貸金価格」
ケース　1－2
ケース　1－3
ケース　1－4
ケース　1－5
ケース　1－6
1－7
「貸金と
基本属性」
1－8
「学年と
基本属性」
推定値
5.652
5.760
0.356
0.398
5.656
0.232
5.658
- 0.242
5.652
- 0.092
5.651
- 0.074
5.707
0.012
0.176
0.010
- 0.020
0.014
- 0.018
5.822
0.384
0.446
0.136
- 0.001
- 0.031
- 0.100
0.065
0.049
偏差値差
0.269***
0.273***
0.083***
0.075***
0.269***
0.259
0.270**
0.149*
0.269***
0.153
0.269***
0.227
0.285***
0.154
0.010
0.090
0.128
0.185
0.067
0.290***
0.095***
0.087***
0.157
0.011
0.091
0.131
0.187
0.069
サンプル数
153
153
153
153
138
138
138
138
プロビット分析結果
価格の自然対数
価格の自然対数
2学年
3学年
価格の自然対数
プリセプターシップ制度導入
価格の自然対数
三交代制勤務・夜勤8回/月
価格の自然対数
初年度年次有給休暇5日取得
価格の自然対数
時間外勤務1時間/回
価格の自然対数
性別「女性：1」「男性：2」
年齢中央値
学暦「専門学校以上：1」「その他：0」
既婚子ども無「既婚子ども無：1」「その他：0」
既婚子ども有「既婚子ども有：1」「その他：0」
同居「同居している：1」「同居していない：0」
価格の自然対数
2学年
3学年
性別「女性：1」「男性：2」
年齢中央値
学暦「専門学校以上：1」「その他：0」
既婚子ども無「既婚子ども無：1」「その他：0」
既婚子ども有「既婚子ども有：1」「その他：0」
同居「同居している：1」「同居していない：0」
表 2－2 看護師の就業継続意思の供給推定1
***は5％、 **は10％、*は15％基準で有意であることを示す
となっているが、サンプル数も少なく有意では
ないため、ここでの検討は差し控えたい。
次に、表2－3をみると、【ケース2】は「希望
する配置場所ではない」の条件設定で、学年ダ
ミーを追加し、希望賃金価格のほかに学年が就
業継続の意向の有無を決定するモデルである。
価格に対するWTWの係数は6.831で【ケース2】
から【ケース7】の中で一番低いことより、6
つの中では就業継続意思への影響が低く、労働
制約が少ないものと考えられる。2学年0.374、
3学年0.523と係数に学年差が少し見られる。3
学年の方が配置場所による係数が高いのは、調
査を実施した時点で、3学年の学生は全ての領
域実習を終了しているため、低学年に比べ、配
置場所の希望が具体化していると考えられる。
【ケース3】は「時間外勤務は2～3時間/回」の
条件設定で、学年ダミーを追加し、希望賃金価
格のほかに学年が就業継続の意向の有無を決定
するモデルである。価格に対するWTWの係数
は7.327で、他のケースと比べるとやや高めで
ある。時間外勤務が多いと、長時間勤務による
心身の負担やプライベートな時間を確保しにく
くなることより、就業継続への影響が高いもの
と考えられる。2学年0.241、3学年0.404と係数
に学年差が少し見られるが、【ケース2】と同様
に、3学年は、全過程の実習を終了しており、
低学年に比べ、臨床の状況を理解している。学
生実習は一人の受け持ち患者様を通して、看護
を学んでいくが、卒業後は、複数の患者様を受
け持つことになり、時間内に必要なケアを行う
ことの大変さを3年生はよく理解していること
より、2学年と学年差が出たものと思われる。
しかし、【ケース2】【ケース4】【ケース5】に
比べて係数が低いのは、自分の技術の未熟さも
自覚しているためと考える。
【ケース4】は「年次有給休暇は初年度3日取得
できた」条件設定で、学年ダミーを追加し、希
望賃金価格のほかに学年が就業継続の意向の有
無を決定するモデルである。価格に対する
WTWの係数は6.954で、2学年0.465、3学年
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推定値
5.652
6.831
0.374
0.523
7.327
0.241
0.404
6.954
0.465
0.600
7.802
0.249
0.494
7.354
0.238
0.273
7.452
0.335
0.251
偏差値差
0.269***
0.314***
0.093***
0.083***
0.334***
0.097*
0.086***
0.326***
0.097***
0.088***
0.365***
0.105
0.093***
0.350***
0.097*
0.088***
0.363***
0.099***
0.092**
サンプル数
153
151
152
150
150
148
146
価格の自然対数
価格の自然対数
2学年
3学年
価格の自然対数
2学年
3学年
価格の自然対数
2学年
3学年
価格の自然対数
2学年
3学年
価格の自然対数
2学年
3学年
価格の自然対数
2学年
3学年
プロビット分析結果
ケース　1
「貸金価格」
ケース　2
「希望する配置場所ではない」
ケース　3
「時間外勤務は2～3時間/回」
ケース　4
「初年度年次有給休暇は7日分のうち
3日取得」
ケース　5
「三交代制で夜勤回数10回/月」
ケース　6
「プリセプターシップ制度はない」
ケース　7
「院内研修はあるが内容は充実しておら
ず、時間的に院外研修参加は難しい」
表 2－3 看護師の就業継続意思の供給推定2
***は5％、 **は10％、*は15％基準で有意であることを示す
0.600と係数に学年差が少し見られるが、両学
年とも他のケースに比べ係数が高めである。
「新卒看護職員の早期離職等実態調査」でも、
仕事を続けていく上で支えとなったことの回答
で「休みの日に趣味などでリフレッシュできた」
が、18項目中4番目にきている。心身の疲労を
回復し、仕事に対するモチベーションを維持す
るためにも、リフレッシュできる時間は必要で
ある。また、最近の若い人は自分自身の時間を
大切にする傾向があることも関係すると思われ
る。そのためにも年次有給休暇を利用できるこ
とは必要と考える。
【ケース5】は「三交代制勤務で夜勤回数が平均
10回/月」条件設定で、学年ダミーを追加し希
望賃金価格のほかに学年が就業継続の意向の有
無を決定するモデルである。価格に対する
WTWの係数は7.802で、全てのケースの中で一
番高い。このことから、夜勤回数が多いことは、
労働制約が強く、労働制約が強いほど看護師の
労働供給は賃金に依存していることがわかる。
2学年0.249、3学年0.494と係数に学年差が少し
見られるが、夜勤勤務に関しては、日勤勤務よ
りも、心身の疲労が強いだろうと予測がつくこ
とから、学年にあまり関係なく価格に対する
WTWの係数が高いものと思われる。
【ケース6】は「プリセプターシップ制度はない」
条件設定で、学年ダミーを追加し、希望賃金価
格のほかに学年が就業継続の意向の有無を決定
するモデルである。価格に対するWTWの係数
は7.354で、他のケースと比べるとやや高めで
あるが、2学年、3学年は0.238、0.273と係数に
学年差はほとんどみられない。学生は誰もが現
在の自分の能力から、臨床に出て一人で看護を
提供できるようになるのだろうかという不安は
持っていると考えられる。そのためにも、常に
臨床での相談相手やアドバイザーは必要であ
り、安全な医療、看護の提供のためにはプリセ
プター制度は導入して欲しいと考えていること
がわかる。
【ケース7】は「院内研修はあるが内容は充実し
ておらず、時間的に院外研修は難しい」条件設
定で、学年ダミーを追加し、希望賃金価格のほ
かに学年が就業継続の意向の有無を決定するモ
デルである。価格に対するWTWの係数は7.452
で、今回のケースで2番目に高い係数である。
2学年0.335、3学年0.251と係数に学年差はほと
んどみられない。価格に対するWTWの係数が
高いのは、臨床に出てからも自ら専門性を高め、
研修等による専門知識・技術の取得は必須であ
り、それが医療事故対策に繋がり、自己実現へ
と結びつくため、自己研鑽していかなければな
らないことを、学生は臨地実習で感じ取ってい
るものと思われる。
2.6 「悩み」「辞めたいと思うだろう」と
考えるときの理由（2.2.4アンケート項
目シート3参照）
学生が臨床に出てから「悩みとなるだろう」
と回答した上位の項目は、①「基本的な技術が
身についていない」②「仕事の優先順位がつけ
られない」③「配置部署の専門的な知識・技術
が不足している」の順であり、それぞれ7割以
上の学生が選択している。これは、現状の看護
基礎教育の課題である、教育期間の延長がなく、
看護基礎教育で修得すべき内容だけが増え続
け、演習時間や臨地実習時間が削減されたこと
が原因と考えられる。学生が十分な看護知識や
技術を習得できていない状況で卒業することを
臨床スタッフも認識しており、この結果は予測
できることである。さらに、臨床現場では、平
均在院日数の短縮のため患者の重症化が進み、
より高度な看護を求められているため、専門知
識・技術に関する悩みは大きいと考える。
「辞めたいと思うだろう」と回答した項目は、
①「職場の雰囲気になじめない」②「与えられ
る課題等があって休日に休めない」に6割以上
の者が答え、続いて③「直属の上司からサポー
トが得られない」④「プリセプターと合わない」
と続いた。「辞めたい」理由に①③④が出てく
るのは、学生は実習をしながら病棟の雰囲気や
人間関係についてよく観察をしている。よい環
境での実習は、受け持ち患者様との関わりだけ
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でなく、スタッフとの関係も良好である。学生
であっても、医療チームの一員であることを認
識できると、学生の看護への士気がさらにあが
り、達成感へとつながる。その経験が、自分が
就業したい領域や配置場所の候補となる傾向が
ある。スタッフと良い人間関係を構築し、その
環境の中で就業したいと考える学生の気持ちの
表れと推測できる。
2.7 仕事を続けていく上での「支え」
（2.2.4アンケート項目シート3参照）
仕事を続けていく上での支えとなるであろう
と回答したのは、①「困ってときに的確にアド
バイスがもらえた」②「休みの日に趣味などで
リフレッシュできた」③「「患者・家族から感
謝された」と選択している。学生は、心身とも
に厳しい実習を同級生たちとお互いに支えあい
ながら、一つ一つクリアしている。その経験か
ら、辛いとき、困っているときに、お互いに人
助け合い、励まし合うという協力することを会
得している。また、悩みに挙がっている、「基
本的な技術が身についていない」不安もあり、
①が1位にあがったものと思われる。また、③
の感謝されることは看護者にとっては喜びであ
り、さらなる看護意欲への高揚につながるもの
でもある。
2.8 就職を考える際の条件（2.2.4アンケー
ト項目シート4参照）
学生が就職を考える際の条件では、①「職場
雰囲気・人間関係がよい」②「給与体系」が群
を抜き8割以上の学生が条件としてあげている。
続いて③「仕事業務量が適切である」④「卒業
教育プログラム・研修制度」⑤「適切な人員配
置」が続く。③「仕事業務量が適切である」に
5割以上の者が回答し、残りの条件は5割以下
となる。これは、アンケートの「辞めたいと思
うだろう」の回答に、職場の雰囲気や上司やプ
リセプターとの人間関係が挙がってきたことと
関連する。
北海道医療大学の調査17 でも、学生の職場選
びのポイントは「給与」「休日」「環境」の3K
とよばれるものであり、また、A看護専門学校
の調査結果と同様に、職場の雰囲気や人間関係
等の環境を意識している結果が出ている。多忙
な臨床現場であるからこそ、お互いが助け合い、
よい人間関係を構築し、より質の高い看護を行
っていくことが、看護学生にとって自己実現へ
と結びつくものであると考えられる。
また、給与体系では、2.5.2節で分析結果を
述べたように、A看護専門学校の調査結果と同
様に給与体系と就業継続との関係にも著明な結
果が出ている。しかし、病院ケアに関する看護
師レポートの6カ国比較調査結果18 では「給料
には満足している」と答えた日本人の割合は約
30％と低い。しかも、「看護ケアの質の高さが
優れている」と答えた者も3％と低く、看護職
員が自ら提供している看護の質を優れていると
思えない結果が出ている。学生も看護師も、給
与に対する関心は高いが、看護師の場合、また
別の課題がみえている。質の高い看護の提供を
することにより、職務評価に見合った報酬を受
け取るべきであり、今後は、妥当な看護職の職
務評価というものについても考えていく必要が
ある。
2.9 まとめ
表2－2、2－3より、提示賃金を1％上げた場
合【ケース1】は、労働供給は5.652％上昇する
という結論を得た。つまり、労働制約が大きい
ほど労働供給の増加が大きく、労働制約が強い
ほど看護師の労働供給は「賃金」条件により強
く依存していることがわかる。【ケース1】は一
般的な勤務条件であるが、【ケース2】以降は労
働制約が加わっているため勤務条件が悪い。
この調査の場合、【ケース5】の「三交代制で
夜勤回数10回/月」のモデルが、一番就業条件
が悪いと考えられる。このケースでは、提示賃
金1％を上げた場合、労働供給は7.802％上昇す
る。夜勤勤務については、24時間体制で看護
サービスを提供している看護師にとっては、夜
勤勤務は避けて通ることができない。従来、看
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護師は夜勤勤務を了解しているものと、当たり
前に考えてきたのではなかろうか。病院は24
時間機能してはいるが、そこで就業する看護師
は日中活動する一般的な生活者である。夜勤勤
務への身体負荷について考慮され、妥当な賃金
であれば労働供給も可能であろうが、身体負荷
が重度になってくると、賃金が高くとも身体的
な問題が出現する恐れがある。また、本人のみ
ならず同居家族にも影響をきたす恐れがあるた
め、労働制約が一番強く出たと考えられる。
第3章看護職員への就業状況調査
3.1 実施概要
3.1.1 調査目的
この調査は、A看護専門学校の卒業生の就業
状況を分析することを通して、第2章で行った
A看護専門学校の学生が考える看護職の就業状
況と、実際に臨床で就業している看護職員の就
業実態との差異を見出し、新卒看護職員の確保
定着に関する問題点を見出すことを目的として
いる。
3.1.2 調査概要
調査対象は、A看護専門学校が課程変更後の
2000年度卒業生～2005年度卒業生までとした。
最初の就職先を退職した者については、その後
の就職先や連絡先が不明なため、最初の就職先
で継続して働いている卒業生208名に無記名自
記式で行った。調査時期は、2007年2月初旬～
3月中旬にアンケート用紙208部を配布し、回
収数202部、回収率97.1％であった。
3.1.3 アンケート項目
調査項目は、「2004年新卒看護職員の早期離
職等実態調査」の新卒看護職員用のアンケート
項目を参考に調査を実施した。項目の主な内容
は以下の通りである。
問1：（1）卒業年度（2）性別（3）所属病院
（4）就業形態（5）夜勤回数（6）時間外勤務
問2：仕事が面白いと思った時期
問3：仕事を続ける上で支えとなったこと
問4：仕事を辞めたいと思った時期,
問5：仕事の悩み、辞めたいと思った理由
問6：在学中にもっと受けておきたかった教
育・技術
問7：卒業後就職までに受けておくとよいと考
える教育・技術
3.2 結果概要
一次集計結果の全容は「看護職員の確保定着
に向けての一考察　－仮想市場法による分析と
看護職員へのアンケート調査をもとに－」東洋
英和女学院大学大学院所蔵を参照して欲しい。
分析を行うにあたり、留保すべき点に付いて述
べていきたい。
2002年度入学生から、社会人入学生の募集
を開始しており、その人数割合は1割である。
一般枠でも受験する社会人が増加傾向にある
が、本調査内容には、社会人入学の有無や年齢
についての質問項目はない。
卒業年度については、2000年度卒業生から
2005年度卒業生対象に調査を実施した。2005
年度卒業生は2006年3月に卒業するため2005年
度卒業生として表記される。しかし、卒業生の
中には、2006年度卒業と回答している者がい
たため、2005年度卒業とする。これは他の卒
業年度に対しても言えるため留保とする。在学
中に留年等卒業延期となった者もいるが、全て
卒業年度で統一をした。
就職先については、卒業生の約8割が数箇所
の母体病院に就職をし、残りの2割が他の施設
と、職場環境に偏りが見られるが、今回は留保
とする。
就業形態は、質問事項の交代性勤務に、三交代
制と二交代性を記載したところ、その施設では
二交代性を導入されていないにもかかわらず、
二交代性と回答している者がいるが、間違えて
記入した者を思われる。その場合、施設に合わ
せて三交代性とする。
3.3 集計結果
3.3.1 「卒業年度」の調査結果
表3－1より離職が多くみられるは、就職1年目
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と就職5年目に当たる者である。離職率の前年度
差をみると、就職1年目は23.3％と就職3、4年目
の離職率より高い。就職5年目は、結婚、出産の
ライフイベントが考えられる年齢である。また、
地方出身者が奨学金の就労義務を終え、自由に
就業場所を選択できる時期でもある。就職3、4
年目でプリセプターを経験し、その後離職して
いくため、中堅看護師の割合が少なく、スタッ
フの就業年数構成がいびつな形となり、一部に
仕事の負担が偏りやすくなる危険がある。
3.3.2 勤務状況の調査結果
平均時間外勤務時間が1時間33分/回と厚生労
働省調査の約53分/回19 や日本看護協会調査の
約41分 /回に比べ、大幅に上回り、本調査の
「仕事を辞めたい」と思う理由で「時間内に仕
事が終わらない」が1位に挙がってきている裏
づけにもなる。ただし、図3－2からわかるよ
うに、時間外勤務の時間の長さは個人差がある。
3.5時間以下が23.3％いる一方、14時間以上が
18.3％もいる。配置部署や季節等による差も考
えられるため、今後詳しく調べる必要がある。
一般的に時間外勤務が多いということは、夜勤
勤務を行っている看護師にとって、十分な休息
を取れないことや、身体的疲労を回復すること
なく仕事を行う可能性がある。疲労の蓄積は正
しい判断力に欠け、医療事故を引き起こす大き
な誘引となる。また、2008年に起きた二人の
看護師の過労死を繰り返さないためにも、適正
な人員配置、仕事量や方法の妥当性について見
直し、早期に時間外勤務短縮に努める必要があ
る。
「悩み」は看護実践能力に関するもの「配置
部署の専門的な知識・技術が不足している」
「基本的な看護技術が身についていない」が1、
2位を占めている。新人看護職員にとっては、
前章の学生対象の調査結果でも述べたが、卒業
時の専門的知識・技術が十分でないことと一致
する。しかし、就業看護師が継続して「配置部
署の専門的な知識・技術が不足している」を挙
げていることは、日々進歩する医療知識の必要
性、在院日数の短縮化による、患者の重症化に
より、より専門的な学習・経験の必要性を意味
していると考えられる。
3位は「医療事故をおこさないか不安である」
が挙がる。学生対象の調査結果は5位であった
が、就業看護師にとって、常に医療事故と背中
合わせの状況で就業していることが伺われる。
また、「医療事故をおこさないか不安である」
は「辞めたい」理由の2位に挙がっており、時
間外勤務が長く身体的疲労の蓄積による医療事
故への不安も考えられる。これについては、さ
らに調査をしていく必要がある。
「仕事を続けていく上での支え」として、他
者からの感謝や支援が、看護を継続していく上
での心の支えとなっている傾向が見られる。学
生調査でも同様な結果が出たように、看護者に
とって、患者様やその家族からの感謝は、看護
を行っていく上での原動力の一つとなる。また、
卒業生の約9割が母体系列病院、関連病院に就職
をしているため、先輩、同級生がたくさんいる
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図3－1 就職年数別離職率と離職率の前
年度との差
図3－2 この1週間の時間外勤務
環境下であり、最大限活用していると思われる。
3.4 まとめ
看護職員の就業状況調査を行い、新卒看護職
員の離職の原因として第1に看護実戦能力の未
熟さが挙げられる。2つの調査から、看護職に
就く学生も臨床スタッフも同一の認識であるこ
とわかる。これについては、看護専門学校の暫
定的なカリキュラム改正が3年課程は2009年4
月から2年課程は2010年4月から施行されるが、
教育期間を含めた看護教育の見直しを行い、緊
急に解決すべき問題である。
第2に、「時間外勤務」の多さが目立ち、それ
が「辞めたい」理由第1位になっていることは
重視すべき点である。時間外勤務の多さは、新
人由来のものから来るものもあれば、看護業務
に応じた適切な人員配置がなされていない場合
が考えられる。『2008年病院における看護職員
需給状況等調査結果速報』20によると、2007年
度と2008年度をくらべ、看護職員配置が増えた
施設の方が、「超過勤務時間」「1人あたり夜勤
回数」「退職者数」が減ったという回答割合が
高く、看護配置の工夫により看護職員の労働環
境改善が図られているという結果が出ている。
これは、適切な人員配置による業務分担がな
され時間外勤務が減少するという事象が動き始
めたことを表している。時間外勤務が減少する
ということは、シフト交換の際に必要な休息時
間を確保できる。また、適正な人員配置により
夜勤回数も減少するといった身体的・精神的な
負担の減少がみられることが退職者数の減少と
いう結果を導いたのではないかと考える。
第4章終わりに
今回CVMを用いた「看護学生が考える看護
師の就業について」の調査結果からは、労働制
約の強い職場環境であればあるほど、看護師の
労働供給の価格・賃金弾力性は有意に高く、よ
り賃金条件に依存している。賃金価格が1％上
昇すると5.652％就業継続希望者が増えること
がわかり、看護師不足を解消するための賃金水
準の引き上げに大きな指針を得た。
しかし、就業継続希望をするかどうかは勤務
条件も重要であり、とくに、夜勤回数に関して
賃金に依存していることがわかった。また、
「看護職員への就業状況調査」の調査からは、
時間外勤務が多く、実際に時間外勤務の多さが
仕事を辞めたい理由の1位に挙がり、離職に繋
がる可能性があることが実証された。
学生が考える人生プランでは、一時的には離
職をしても、自分のライフワークに合わせなが
ら就業を継続したいと考えている学生が約9割
もいる。しかし、現実は55万人前後の潜在看
護職がいるといわれており、日本看護協会の就
業していない看護職の調査21 では「現在、就業
していない理由」の5位に「夜勤の負担が大き
い」、6位に「勤務時間が長い・超過勤務が多い」
がここでも挙がっている。学生・就業看護職・
潜在看護職の3者が「夜勤就業」や「時間外勤
務」が就業の継続に影響する因子であることを
示していることは、看護職にとってかなり負担
が強いものであることを語っている。
今回は調査に加えなかったが、看護職の場合
は夜勤勤務がパターン化せず不規則であり、救
急や患者の急変等による時間外勤務も予測でき
ないことが多い。特に夜勤勤務の際、慣例とし
て前残業と呼ばれる就業時間前に出勤をし、夜
勤勤務のための情報収集や準備をしている施設
が多い。これは、夜勤勤務のための休息時間が
前残業のために短縮され、さらなる身体への負
坦をかけることになっている。
看護職員定着のためには、この2つの調査、
また学生のライフプランからも「夜勤就業」
「時間外勤務」の労働条件の改善を提案したい。
そのためには、①各勤務帯の業務内容の見直し
を行う。看護業務となっているが、コメディカ
ルとの連携による業務委託、また、看護周辺業
務の他職種への委託などの見直し。②勤務毎の
時間、業務内容と人員配置との適合性を考え、
適切な人員配を行う。現状では看護職員確保が
容易とは思えない。そこで、業務の見直しを行
う際に、どの時間帯で何人の看護職が必要か洗
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い出し、多様な勤務形態を導入し、短時間正職
員や夜勤専従看護職員を活用することにより、
効果的な人員配置が可能となる。③必要な休息
が取れるシフト間の時間の確保。夜勤入り前に
は、必要な休息、仮眠が取れるように、時間外
勤務の少ない業務、半日や早出勤務等の勤務形
態の工夫が必要である。
今回はA看護専門学校の学生のみを対象とし
て実施した調査であるため、この結果が看護全
体の意見を表しているわけではない。しかし、
この結果をもとに今後多くの対象に調査を行っ
ていくことで、看護師定着に向けての具体的な
対策を考えていくことができる。
今回の2つの調査はなるべく調査時期を近く
することで差異を少なくできるように工夫をし
たが、学生時代からの追跡によるコホート調査
を実施したかったが、実際にはできなかった。
また、学生には実施したが、看護職員の経済ア
ンケート調査ができなかったことも、留保とし
て残る。
さらに問題として、臨床には看護の文化とし
て悪い意味での慣例が蔓延している。新人職員
は一人前な仕事ができるまで、実働残業手当を
申請することなく、前残業を含め残業時間が多
い。夜勤や休日も研修、勉強会に参加等休息が
十分に取れない状態で夜勤勤務を行っている者
が多くいる。その部分にも着眼をし、今後調査
を継続していきたい。
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